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１．１ 地 域 概 要

本図幅区画は，世界測地系（日本測地系）で北緯２６
度００分１４秒２（２６度００分）から同２６度１０分１４秒１
（２６度１０分），東 経１２７度２９分５３秒 ４（１２７度３０分）
から同１２７度５９分５３秒２（１２８度００分）の範囲にある．
調査地域の陸地面積は約１１０km２（久高島を含む）で，
沖縄島（沖縄本島）の南端部にあたる．沖縄島は，
おきなわ

琉球列島
りゅうきゅうれっとう

（南西諸島）のほぼ中央に位置する（第１．１
なんせいしょとう

図）．
沖縄島付近の気候は，亜熱帯的な特性を有する．北隣

「那覇及び沖縄市南部」図幅内の那覇市では，年平均気
な は

温２２．７度（東京１５．９度），最高気温年平均２５．３度（同
１９．７度），最低気温年平均２０．５度（同１２．５度）である

（国立天文台編，２００４）．平年降水量は那覇２，０３６．９mm
（東京１，４６６．７mm）である（国立天文台編，２００４）．海
況についてみると，黒潮本流が東シナ海の沖縄舟状海盆

おきなわふなじょうかいぼん

上を流れ，沖縄島を含め琉球列島はその枝流にさらされ
るため近海は表面水温が高く，清澄な海域となってい
る．石垣島における月別の沿岸水温平年値の最高値と最

いしがきじま

低値は，２９．１度（７月），２１．２度（２月）（気象庁統計
資料 日本沿岸 沿岸水温平年値）である．
本調査地域は，沖縄県糸満市，豊見城市，

とみぐすく

南城
なんじょう

市（旧 佐敷町・知念村・
さしきちょう ちねんそん

玉城村
たまぐすくそん

・大里村），同 島尻 郡
おおざとそん しまじり

南風原町，
はえばるちょう

八重瀬町（旧
や え せ ち ょ う

東風平町，
こちんだちょう

具志頭村）の ３ 市
ぐ し か み そ ん

２町の行政区からなる（第１．２図）．沖縄島内の交通は
専ら自動車に依っており，沖縄島中・南部の道路網はよ
く整備されている．

－ １ －

第１章 地 形

（兼子尚知）

第１．１図 琉球列島周辺の海底地形図
琉球海溝と沖縄舟状海盆にはさまれた琉球列島のほぼ中央に沖縄島がある．



１．２ 地 形 各 説

本地域の地形は，地質とそれが置かれた気候・環境に
よって，強く支配されている．大局的にみるとこの地域
の地形は，島尻層群（第３章）分布域の比高が小さく幅

しまじり

の広い谷をもつ低平な「島尻丘陵」と呼ばれる丘陵地帯
と，琉球層群（第４章）のサンゴ礁に由来する石灰岩

りゅうきゅう

で形成される平坦な台地・段丘で特徴づけられる（第
１．３図）．また，石灰岩分布域では，しばしば顕著な断
層崖が発達するほか，カルスト地形が認められる．
調査地域内の最高標高は南城市糸数の１９３．２mで，以

いとかず

下同市玉城の１８１．３m，糸満市の
たまぐすく

与座岳１６８．４m，八重
よ ざ だ け

瀬町の八重瀬嶽付近の１６３．１mと続く．これらの頂の周
や え せ だ け

辺以外で標高１５０mを越える地点は，南城市親慶原から
おやけばる

つきしろ一帯と，同市知念付近である．このような地域
ち ね ん

内の高所は，いずれも石灰岩によって構成される台地及
び残丘である．本地域内にみられる段丘について，低位
段丘は明瞭に区分されるが，中位段丘は一応の対比は行
われているものの，断層による変位などの影響で問題点
が残っている．本地域内において，高位段丘は分布しな
いとされる．
河川は小規模なものが多く，自然堤防や扇状地などの

地形は発達が悪い．地形図上で名称を読みとることので

－ ２ －

第１．２図 「糸満及び久高島」地域とその周辺の地方自治体
行政区を示す白地図は，国土地理院発行数値地図２０００００（海岸線・行政界）を使用して，白地図KenMap
（http://www５b.biglobe.ne.jp/~t-kamada/CBuilder/kenmap.htm）の地図画像を編集して作成．市町村名は２００６年
（平成１８年）１月１日の行政区分に基づき，あわせて旧市町村区分も示す．



きる河川は，糸満市西崎付近に注ぐ報徳川，国場川の
むくえがわ

漫湖（図幅外）に合流する
ま ん こ

饒波川，南城市・八重瀬町境
の は が わ

界を流れる雄樋川がある．海岸には現世サンゴ礁（裾
ゆ ひ が わ

礁）が発達する．

１．２．１ 丘陵地形
島尻層群分布地域の地形は，（１）比高が小さく，

（２）盆状で幅の広い谷をもち，（３）斜面勾配の緩いな
だらかな丘陵となることが特徴である．これは「島尻丘
陵」と呼ばれる（第１．４図）．このような地形は，北隣
「那覇」図幅内を流れる国場川の南側から，八重瀬町・

こくばがわ

南風原町を中心に豊見城市・南城市にかけての一帯と，
糸満市真壁付近などでみられる．当地域のように河川規

ま か べ

模に比して広い谷は，「盆状谷」と呼ばれる．その特徴
として，（１）最上流部に半円形の谷頭（半円形谷頭）
を持つ，（２）斜面に厚い堆積物を残さない，（３）斜面
下部から谷底にかけての傾斜は数度内外と極めて緩や

か，（４）谷底は平坦で薄い沖積層がみられる，などが
挙げられる（河名，１９８８）．

１．２．２ 台地及び段丘地形
琉球層群の石灰岩分布域の地形的な特徴は，それが台

地状の地形をなしていることである．ここでいう台地状
地形とは，上述した丘陵地帯に比べて一般に標高が高
く，わずかに傾斜した平坦な地形を指す．サンゴ礁起源
の石灰岩の平坦な堆積面を原型として，現在みられるよ
うな台地面が形成されたと考えられる．台地面は大局的
にみると平坦な地形ではあるが，数m～十数mの比高
を持つ起伏も多くみられる．これはカルスト残丘地形に
相当するものと，堆積時に形成されたサンゴ礁地形の起
伏に由来するものとがあるとされる（木庭，１９８０；沖縄
県企画調整部，１９８３）．
木庭（１９８０）によると，沖縄島にみられる段丘は，古

期のものから高位段丘（更新世中期）・中位段丘上位面

－ ３ －

第１．３図 「糸満及び久高島」地域とその周辺の地形概略図
基図は，カシミール３Dと杉本（２００２）に付属の５０mメッシュデータ（出展は，国土地理院の数値地図５０m
メッシュ（標高）（平１３総使，第４６４号））を用いて作成．コンターは２０m間隔．



－ ４ －

第１．４図 「島尻丘陵」地帯の地形
糸満市の与座岳より，東北東方面の八重瀬町東風平一帯を望む．右手前の採石場は，那覇層の模式地．

第１．６図 沖縄島南部における鍾乳洞分布
沖縄島南部の鍾乳洞分布地．沖縄県教育委員会（１９７８）による．

第１．５図 炭酸塩溶解反応化学式
炭酸塩は，二酸化炭素水溶液と反応し，溶解される．



（更新世後期）・中位段丘下位面（同）・低位段丘（同）
及び最低位段丘（更新世末期）に区分できる．高位段丘
は沖縄島中部以北には発達するが，本地域を含む沖縄島
南部ではこの段丘面は欠如するとされる．

１．２．３ 断層地形
断層地形は島尻層群露出域では不明瞭であるのに対

し，石灰岩地帯では顕著に認められる．与座岳付近，
摩文仁ヶ丘付近等には１０～２０mの断層崖が多い．口絵
ま ぶ に が お か

１では，本図幅の広い範囲にわたり，断層崖を明瞭に識
別できる．次項の中で述べる石灰岩堤が，このような断
層崖沿いに発達する．第四紀堆積物である琉球層群を切
る断層が多数発達する背景には，琉球海溝へのフィリピ
ン海プレートの沈み込みと，沖縄舟状海盆の拡大という
変動が，第四紀を通じて活発に起きていることが挙げら
れる．

１．２．４ カルスト地形
本地域には石灰岩が広く分布し，それが溶食されたカ

ルスト地形が普遍的に観察できる．カルストの形成は，
石灰岩がCO２（二酸化炭素）を溶かし込んだ水に触れ，
溶解・溶食されることによって進行する（第１．５図）．
最も代表的なカルスト地形は，鍾乳洞（石炭洞）であ

る．鍾乳洞は，断層破砕帯などの弱線に発達することが
多い．沖縄県内には６００余りの鍾乳洞が報告されてお
り，その数は全国の鍾乳洞数のおよそ３分の１にあた
る．本調査域内においては，小規模なものも含め８０以
上が知られている（沖縄県教育委員会，１９７８；第１．６
図）．調査地域内の代表的な鍾乳洞として，南城市・八
重瀬町境界を流れる雄樋川水系の「玉泉洞（前川）ケイ

ぎょくせんどう

ブシステム」（第１．７図），南城市親慶原を中心とする
「親慶原ケイブシステム」があげられる．いずれもつら
ら石，石筍などの二次生成物（鍾乳石）がよく発達す
る．
糸満市山城から

やまぐすく

井原・
い は ら

米須を経て
こ め す

大渡にかけての地域
お お ど

には，陥没ドリーネが散見される．その他の陥没地形の
例として，上記玉泉洞の西５００mほどの位置に枯谷
（dryvalley）がある．これは鍾乳洞の天井が陥没して形
成されたもので，落下しなかった天井部分はカルスト橋
（天然橋）となっている．天然橋は，八重瀬町具志頭に

ぐしちゃん

おいてもみられる．
石灰岩の断層崖の縁に，石灰岩台地面に対して比高

１０m内外の堤防状の地形が認められる．Flintetal.
（１９５３）はこれをlimestonewall（石灰岩堤）と名付け
た．石灰岩堤は断層崖のほか，河谷沿い，海岸段丘崖あ
るいはドリーネの周囲など，急傾斜地域の周縁部に発達
することがある．本調査域内では，糸満市一帯から八重
瀬町与座，

よ ざ

新城，南城市前川，親慶原，つきしろにかけ
あらぐすく

ての広い範囲でみられる（沖縄県企画調整部，１９８３；口

絵１，第１．８図）．
海岸に石灰岩が露出する場所においても，海岸カルス

ト（coastalkarst）と呼ばれる特有のカルスト地形が発
達する．海食崖下の平坦な部分などには，尖頂状のピナ
クル（pinnacle）の密集したピナクル群（またはカレン
フェルト（karrenfeld））がしばしば発達する（第１．９
図）．ピナクルの高さは５０cm以下である．
海食台の縁には，カメニツァ（kamenitza）がみられ

る（第１．１０図）．これは開口径が数十cm，深さ２０cm
程度の底の平坦な形状をなす．一般に開口よりも底の直
径が大きい．わずかな窪みに集まった水によって溶食が
進行し，このような形に発達するとされる．海水飛沫の
かかる範囲に形成されるため，海食台の縁から数m以
内にみられるのが特徴である．

１．２．５ 河川及び海岸の低地地形
本地域では，河川は小規模なものが多い．したがっ

て，丘陵地では河岸段丘・扇状地・自然堤防といった河
川による地形は，ほとんど発達しない．河道は一般に狭
く，谷底は比較的広い氾濫原を持つが起伏は小さく，薄
い沖積層が発達する．
河口部における三角州や干潟は発達が悪く，南城市・

－ ５ －

第１．７図 鍾乳洞内の景観
南城市の玉泉洞内の鍾乳石と石筍．



八重瀬町境界の雄樋川河口部に，狭小な干潟がみられ
る．

海岸における沖積低地は，豊見城市与根から糸満市街
よ ね

にかけての一帯，中城湾に面する海岸に発達する．いず
なかぐすく

れも海岸には石灰岩の露出はなく，後背地として丘陵地
帯を持つ．海抜は概ね数m未満，低地の幅はおよそ
５００m内外であるが，豊見城市与根付近では約２kmに
達する．海浜（砂浜）は糸満市名城

な し ろ

，南城市新原から知
にいばる

念一帯，久高島南東海岸に小規模に発達する．また，糸
満市米須付近には，比高１０から１５m程度の砂丘が発達
する．

海食崖の下部，平均潮位付近には，ノッチ（notch）
がみられる（第１．１１図）．ノッチは波浪による機械的
浸食作用で形成されると考えられ，その高さは平均海水
準とほぼ一致するか，やや高い場所であるとされる（河
名，１９８８）．石灰岩の海食崖が後退する際に，崩落した
石灰岩塊が潮間帯に取り残されることがある．それらの
中で比較的大きなものは，溶食で消滅したり波浪などで
移動することなく，その場に安定する．このような大き
な転石にノッチが形成されると，根本部分の周囲がくび
れた形状になる．これはその外観から「キノコ岩」と呼
ばれ，調査地域の海岸で多数観察される（第１．１２図）．

－ ６ －

第１．９図 尖頂状ピナクル群（カレンフェルト）
糸満市喜屋武岬付近でみられる尖頂状ピナクル群（カレンフェルト）．

第１．８図 糸満市荒崎付近のステレオ空中写真
断層崖に沿う石灰岩堤が明瞭に判読できる（国土地理院 OK-７４-１Y，C１４-２，３）．



相対的な海水準が変化すると，それまで形成されつつ
あったノッチの発達は停止し，異なる高さで新たに形成
が開始される．すなわち，ノッチは現在及び過去の海水
準を記録している地形である．現在の海水準と各地点の
ノッチ高度の比較をすることで，地殻変動量を見積もる
ことができる（KawanaandPirazzoli,１９８５）．なお，八
重瀬町具志頭には離水サンゴ礁があり，旧汀線の海食崖

には離水ノッチが観察される．
糸満市荒崎から米須にかけての海岸には，サーフベン

あらさき

チ（surfbench）が 発 達 す る（河 名，１９８７；第１．１３
図）．これは波の強い場所の石灰岩の崖に形成される平
坦な浸食地形で，波が強いほどその高度は高くなる．荒
崎には礁原が発達しておらず，直接外海からの強い波を
受けるためその高度は高いが，ここから米須にかけて

－ ７ －

第１．１０図 糸満市荒崎のカメニツァ
周囲の石灰岩が鋭く尖るような溶食を受けているのに対し，底はきわめて平坦でなめらかである．

第１．１１図 南城市コマカ島の二重ノッチ
離水ノッチの後退点高度（高い方のへこみ）は，現在の後退点より約２m上方にある．



徐々に礁原が発達し消波作用が働くため，その高度も斬
減する．

１．２．６ サンゴ礁地形
サンゴ礁地形は主に海面下の地形である．本調査地域

の沿岸にはサンゴ礁が発達し，裾礁と呼ばれるタイプに
分類できる．サンゴ礁が発達するには，以下のような条
件を満たすことが必要とされる．（１）水温がおよそ１８
から３０度の範囲にあること，（２）塩分濃度が２５から
４０パーミルの範囲にあること，（３）水深がおよそ５０m
以浅であること，（４）陸地からの著しい縣濁物の流入
がないこと（森，１９８６，氏家，１９９０）．

－ ８ －

第１．１２図 八重瀬町具志頭海岸の離水した「キノコ岩」
石灰岩の巨大な転石の根本付近の周囲にノッチが形成
されると，このような「キノコ岩」となる．これは離
水サンゴ礁上にあり，いわば「離水キノコ岩」である．

第１．１３図 糸満市荒崎のサーフベンチ
この付近は礁原の発達が悪く，常時強い波浪で洗われる．



本地域では先第三系は露出していないが，北隣「那覇
及び沖縄市南部」図幅内の那覇市奥武山公園北端で掘削

おうのやま

された琉政２号井では，９７８mの深度において島尻層群
の下位に黒色千枚岩が認められた．これは，岩相から沖
縄島中・北部に分布する名護層に対比される．名護層

な ご

は，時代未詳であるが，上部白亜系に属する可能性があ
る（UjiiéandNishimura,１９９２）．本地域においても，島
尻層群の基盤岩として，このような岩石が存在すると推
定される．本研究報告では，これを地質各論で取り扱わ
ない．
本地域でみられる地層は，島尻層群・琉球層群・時代

未詳の岩屑・鍾乳洞及び裂か堆積物・完新世堆積物であ
る（第２．１図；第２．２図）．
島尻層群は，凝灰岩や細粒砂岩を挟有する主に泥岩か

らなる地層群で，下位より豊見城層（
とみぐすく

小禄砂岩部層・
お ろ く

中城砂岩部層）・
なかぐすく

与那原
よ な ば る

層・新里層の三層で構成される
しんざと

（Natori,１９７６など）．島尻層群は全体として東北東 -西
南西の走向を示し，南南東に数度～２０度傾斜している．
本図幅内には，与那原層・新里層が広く分布するが，豊
見城層は豊見城市翁長付近にわずかに露出するのみであ
る．新里層の最上部はやや浅海化するものの，島尻層群
の堆積環境は，半深海であったと推定される．

－ ９ －

第２章 地 質 概 説

（兼子尚知）

第２．１図 「糸満及び久高島」地域の地質総括図



－
１０

－

第２．２図 「糸満及び久高島」及び周辺地域の地質概略図



琉球層群は，サンゴ礁に由来する石灰岩を主体とし，
これに密接に関連した陸源性堆積物，及び基底部の一部
にみられる泥質あるいは石灰質の砂岩層からなる地層群
である．本図幅内では，下位より下半部はシルト岩が主
体で上半部は石灰質砂岩が主体の知念

ち ね ん

層，石灰岩の糸満
いとまん

層・那覇層・
な は

港川層で構成される．陸源性堆積物からな
みなとがわ

る国頭層（北隣「那覇及び沖縄市南部」図幅参照）は，
くにがみ

沖縄島中部以北に分布し，本図幅内ではみられない．琉
球層群はほぼ水平であるが，一部に断層運動による傾動
のためと思われる傾斜を示すほか，堆積時の傾きをその
まま残していると考えられる部分もみられる．琉球層群
の石灰岩はサンゴ礁複合体堆積物であり，ほとんどが石
灰質生物遺骸（生砕物）からなっており，化石として含
まれる生物群の組合せにより，岩相を区分することがで
きる．このような岩相区分は，区分に用いた生物の現生
種の分布深度の資料等により，堆積深度を推定できる利
点がある．
石灰岩に発達した鍾乳洞中の堆積物や裂か堆積物は，

更新世後期から完新世にかけて堆積したものであると考
えられるが，一般に時代を決定する手がかりに乏しい．
これらは，地質図上に表現できないため，凡例には載せ
ていない．鍾乳洞堆積物や裂か堆積物からは，多数の脊
椎動物化石が発見されている（第６章）．
琉球層群の石灰岩の海食崖が後退する際に崩落した巨

大な石灰岩塊が，崖下や潮間帯に地質図上で表現可能な
転石として認められる（第２．３図）．糸満市の喜屋武

き ゃ ん

岬
みさき

・摩文仁・八重瀬町
ま ぶ に

慶座バンタ付近・南城市知念の
ぎ ー ざ

海岸にみられる．これらは，後期更新世から完新世にか
けて崩落したと考えられるが，時代を決定する手がかり
に乏しいため，その時代は未詳である．このような転石
について，地質図では岩屑（db）として凡例を設けてい
るが，本研究報告の地質各論で取り扱わない．
完新世堆積物として，沖積層・砂丘堆積物・海浜砂・

ビーチロック・トゥファ・隆起サンゴ礁及び現世サンゴ
礁・埋立地が認められる．

－１１－

第２．３図 海食崖下の巨大な転石
海食崖下の巨大転石（八重瀬町慶座バンタ）．転石の一部にはノッチが形成されつつある（第１．１２図参照）．



島尻層群は，本地域を含む沖縄島中南部に広く分布す
るほか，鹿児島県喜界島や宮古群島・八重山群島まで認
められる．これを構成する地層は，帯青-帯緑灰色シル
ト岩・粘土岩が主体で，砂岩・凝灰岩を挟有する．これ
は，琉球層群の下位にあってその基盤をなし，石灰岩分
布域の地下にも存在する．
賀田（１８８５）は，沖縄島から宮古群島・八重山群島を

調査し，この地域に分布する地層に対して初めて名称を
与え，彩色された地質図を示した．この中で，島尻地方
に多く露出する“灰色粘土状シェール及ヒ砂石”を「嶋
尻部類［属］（ShimajiriGroup）」と呼んだ．その後，半
澤（１９２５），Hanzawa（１９３５）は「島 尻 層 群（Shimajiri
Beds）」を 提 唱 し，MacNeil（１９６０）は こ れ を
「Shimajiriformation」として記載したが，これらは記述
内容からみて，賀田（１８８５）の嶋尻部類に一致する．
兼島（１９５９）以降，天然ガス探査が精力的におこなわ

れ，本層群に関する知見が蓄積され，多くの成果が公表
された．福田ほか（１９７０）は，沖縄島に分布する島尻層
群を下位より，那覇層（小禄砂岩），与那原層（下部
層・中部層・上部層），新里層の三層から構成した（括
弧内は部層）．Natori（１９７６）は，那覇層の名称を豊見
城層に変更した．三嶋・氏家（１９８３）は，福田ほか
（１９７０）の与那原層下部層の最上位に位置し，広範囲に
連続する含貝化石砂岩層を中城砂岩部層とした．氏家
（１９８８），Ujiié（１９９４）は，浮遊性有孔虫化石帯区分を
行って，この化石帯に基づいて島尻層群の分布域のほぼ
全域にわたる地質図を示し，島尻層群の層序と構造を明
らかにした．その化石帯は，Blow（１９６９）の N１８-
N２１,Berggren（１９７３）の鮮新世細分（PL１，PL２，PL３，
PL４，PL５/６）にもとづくものである．PL１とPL２はさら
に上下に２分される．氏家（２００６）は，中城砂岩部層を
豊見城層の最上部に変更した．本図幅では，氏家
（１９８８）の結果を踏襲し，その化石帯区分によって，与
那原層・新里層の内部区分を行った．
島尻層群は全体として東北東-西南西の走向を示し，

南南東に数度～２０度傾斜する．走向にほぼ直交する正
断層群によって多くのブロックに分断されている．氏家
（１９８８）によれば，その水平最大変位量は１，０００m以上
に達する．本層群の層厚は全体で約２，０００mで，そのう
ち約７００mが地表に露出する．島尻層群の堆積環境は，
新里層の最上部はやや浅海化するものの，半深海であっ
たと推定される（氏家，１９８６）．
島尻層群の泥岩は，乾燥すると灰白色を呈すようにな

り，微細な亀裂が多数生じる．当地では俗に「クチャ」
と呼ばれ，耕作用の客土として利用されており，その農
業的利用価値は大きい．また，この泥岩は透水性が低
く，多孔質で透水性の良い石灰岩に対して，不透水層基
盤となっている．この性質を利用して，地下ダムの建設
がすすめられている（第９章９．３）．

３．１ 豊見城層（To）

島尻層群を構成する三層のうち，最下位の地層．青灰
色シルト岩が優勢の部分と褐色砂岩が優勢の部分とが交
互し，下部では礫質になる．福田ほか（１９７０）の“那覇
層”は，琉球層群那覇層の異物同名にあたるため，
Natori（１９７６）が本名称を提唱した．
氏家（２００６）は，これまで与那原層の一部としていた

中城砂岩部層を本層に移したので，福田ほか（１９７０），
名取・影山（１９８７）の与那原層下部層は，本層に含まれ
ることになった（北隣「那覇及び沖縄市南部」図幅，第
４章）．

定義 沖縄島中南部に分布し，青灰色（乾くと灰白色）
のシルト岩優勢の部分と，褐色の砂岩優勢の部分とが交
互し，下部は礫質砂岩からなる地層．
命名 Natori（１９７６）がTomigusukuFormationと命名．
模式地 沖縄県豊見城市北部一帯（「那覇及び沖縄市南
部」図幅内）．
層厚 約１，３００m．
分布 本図幅内における分布は，豊見城市渡橋名，

と は し な

渡嘉敷，翁長，与根付近に限られる．
と か し き

岩相 本層は，青灰色シルト岩及び褐色砂岩の互層より
なる．シルト岩は，乾燥すると灰白色になる．砂岩は，
褐色細粒で淘汰は良く，雲母片を多く含む．本層は全体
としてはシルト岩と砂岩が互層をなしており（福田ほ
か，１９７０；名取・影山，１９８７），下部２/３は泥質部が，
上部１/３は砂質部が優勢である．福田ほか（１９７０）は，
下部から上部にかけて砂岩優勢部をT１３よりT１まで記
号を付したが，これは天然ガス試掘井の対比にとって，
大いに役立っている．
化石 下部の礫質部分を除いて，全層準に有孔虫が豊富
に含まれる．中城砂岩部層には，断片化した貝化石が含
まれる．
層序関係 下位層との関係は，本地域内では不明．北隣
「那覇及び沖縄市南部」図幅内でのボーリングデータに
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第３章 島 尻 層 群

（氏家 宏）



よって，白亜系（？）名護層を不整合で被うと考えられ
る．後述の中城砂岩部層の上限が，本層と上位層（与那
原層）の境界となる．
時代 浮遊性有孔虫層序より，後期中新世のN１６より
N１８に対比される．石灰質ナンノ化石層序（CN９aより
CN１０b）とも合致する（TanakaandUjiié,１９８４）．地表
露出部分は，N１７の後半以降からPL１lowerに相当し，
これは，後期中新世の後期から前期鮮新世の初期にあた
る．
天然ガス・ヨウ素 地下に分布する本層の砂岩部は地下
水貯留層となっており，天然ガス・ヨウ素を産する（第
９章９．１）．

３．１．１ 小禄砂岩部層（Tos）
定義 豊見城層上部の地表露出部のうち，褐色砂岩の部
分．
命名 牧野・樋口（１９６７）の小禄部層．MacNeil（１９６０）
のMassivesandに相当する．
模式地 沖縄県那覇市小禄周辺（「那覇及び沖縄市南部」
図幅内）．
層厚 約６０m．
分布 模式地のほか，那覇市宇栄原，

う え は ら

浦添市
うらそえ

安波茶，
あ は ち ゃ

北中城村付近にみられる（「那覇及び沖縄市南部」図幅
きたなかぐすくそん

内）．本図幅内では，豊見城市与根にみられる．
岩相 雲母片に富む淘汰の良い褐色細粒砂岩よりなり，
シルト岩や凝灰岩の薄層を挟む．粒子には石英，火山ガ
ラス，少量の角閃石も含まれる．一部では流動化痕が認
められる（第３．１図）．固結は弱く，部分的に酸化鉄セ

メントの膠着があり固化している．
本部層の砂岩は一般に「ニービ」と呼ばれ，しばしば

「ニービの芯」と呼ばれる板状のノジュールを形成する．
このノジュールは，大きなものでは厚さ数十cm，長辺
の長さは１mを越え，石碑用石材として利用される．

３．１．２ 中城砂岩部層（Tns）
定義 豊見城層の最上部を占め，北中城村から豊見城市
翁長まで分布する細-中粒砂岩で，その基底部は粗粒砂
岩から礫質砂岩からなる部分．
命名 三嶋・氏家（１９８３）による．
模式地 中城村北上原（「那覇及び沖縄市南部」図幅

きたうえばる

内）．
層厚 ０．５～４０m．
分布 北中城村から南西方向に帯状に分布し，中城村か
ら西原町・那覇市東部・南風原町を経て，本図幅内の豊
見城市渡嘉敷，翁長付近まで追跡される．
岩相 全体としては細-中粒砂岩で，基底部は粗粒砂岩
から礫質砂岩となり，貝殻片・ジュラ紀放散虫を含む
チャート礫が認められる．基底部には，しばしばロード
キャストが発達する．西原町池田から小波津付近にかけ

こ は つ

て層厚が４０m近くに達し，シルト岩層を多く挟むよう
になる．スランプ構造が認められ，一部ではこれが千切
れてchump状になっている．本部層は，当時の海溝斜
面で生じた大規模な海底地滑りで生じたタービダイト層
であって，一種の時間面を示すと考えられる．
層序関係 従来，本部層は与那原層の中の部層として扱
われてきたが，氏家（２００６）は，本部層を豊見城層の最
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第３．１図 小禄砂岩部層の砂岩
那覇市具志付近（「那覇及び沖縄市南部」図幅内）でみられる，淘汰の良い褐色細粒砂岩．厚さ数cmの泥岩層

ぐ し

を挟み，これが流動化による波型の変形を示す．



上部に含めた．

３．２ 与那原層（Ylp１,Yup１,Ylp２,Yup２,Yp３ Yp４）

島尻層群を構成する３層のうち，中位の層．極めて均
質なシルト岩よりなり，多数の白色凝灰岩層の薄層や細
粒砂岩層を挟む．
氏家（２００６）は，中城砂岩部層を豊見城層に移したた

め，福田ほか（１９７０）の与那原層下部層は，本稿の与那
原層には入らない．

定義 沖縄島中南部に分布し，凝灰岩や細粒砂岩の薄層
を挟有する均質なシルト岩からなる地層．
命名 MacNeil（１９６０）が提唱したYonabaruclaymember
を，牧野・樋口（１９６７）が与那原層と改名．
模式地 沖縄県与那原町与那原から南城市（旧 大里村）
稲嶺にかけての一帯．
いなみね

層厚 約８００m．
分布 本層は，本図幅内における島尻層群分布域の大半
を占める．豊見城市渡嘉敷より，八重瀬町（旧 東風平
町）東風平

こ ち ん だ

を経て，南城市大城・屋嘉部に連続して分布
おおしろ や か べ

するほか，糸満市真壁付近，南城市兼久から
か ね く

手登根付
て ど こ ん

近，同市新原から志喜屋付近に露出する．琉球層群那覇
にいばる し き や

層の分布域地下にも存在し，石灰岩の採石所内で石灰岩
を掘り抜いた部分に露出することがある．
岩相 本層は，極めて均質な青灰色-帯緑灰色のシルト
岩よりなり，多数の白色凝灰岩層の薄層や細粒砂岩層を
挟む（第３．２図）．シルト岩は，乾燥すると灰白色とな

り，微小な亀裂が多数生じる性質により，容易に風化す
る．砂岩は淘汰が良く，細粒．凝灰岩は，安山岩質であ
る．
生層序区分 浮遊性有孔虫化石分帯（氏家，１９８８）によ
り，地質図では与那原層を，更にYlp１（分帯PL１下部），
Yup１（PL１上部），Ylp２（PL２下部），Yup２（PL２上部），Yp３
（PL３），Yp４（PL４）に細分した（地質図凡例参照）．
化石 本層の泥岩には，全層準にわたり浮遊性及び底生
有孔虫が豊富に含まれる．一部には貝化石が含まれる
（MacNeil,１９６０；Noda,１９９１）．
層序関係 豊見城層中城砂岩部層の上位に，整合で累重
する．
時代 浮遊性有孔虫化石によって生層序が編まれてい
る．氏家（１９８８）及びUjiié（１９９４）の区分によれば，
与那原層はPL１lowerからPL４に対比される．これは，
前期鮮新世の初期から後期鮮新世の初期にあたる．

３．３ 新里層（Sp５,Sn２２）

島尻層群を構成する三層のうち，最上位の地層．均質
な青灰色シルト岩を基本とし，与那原層より多くの白色
凝灰岩層の薄層を挟む．基部に軽石質凝灰岩層が発達す
る．

定義 沖縄島中南部に分布し，凝灰岩や細粒砂岩薄層を
多数挟有する青灰色シルト岩からなり，基底部に厚さ５
mに達し最大径２０cm程度の軽石を含む軽石凝灰岩を伴
う地層．
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第３．２図 与那原層の泥岩
豊見城市保栄茂でみられる与那原層の泥岩．層理は火山灰あるいは砂岩薄層で形成されている．



命名 MacNeil（１９６０）が提唱したShinzatotuffmember
を，牧野・樋口（１９６７）が新里層と改名．
模式地 沖縄県南城市（旧 新里町）新里周辺．
層厚 約６０m．
分布 南城市新里から親慶原を経て手登根の東方にかけ

おやけばる

ての一帯から，「那覇及び沖縄市南部」図幅内の同市知
ち

名を経て，同市知念岬から志喜屋付近まで連続して分布
な ちねんみさき し き や

する．また，同市玉城
たまぐすく

から堀川付近，八重瀬町大頓から
ほりかわ おおとん

玻名城付近に露出する．基底部の凝灰岩は，南城市新里
は な し ろ

から知名までと，八重瀬町大頓付近に分布する．
岩相 青灰色シルト岩を主体とし，凝灰岩や細粒砂岩薄
層を多数挟有する．
基底部は，最大層厚５mに達し最大径２０cm程度の軽

石を含む軽石凝灰岩からなる．

生層序区分 浮遊性有孔虫化石分帯（氏家，１９８８）の
PL５とN２２により，新里層をSp５とSn２２に細分した（地
質図凡例参照）．
化石 本層は，全層準で浮遊性有孔虫化石や石灰質ナン
ノ化石などの微化石を豊富に含む．また，一部には貝化
石も産出する（MacNeil,１９６０；Noda,１９９１）．
層序関係 軽石凝灰岩の下限を与那原層と本層の境界と
し，本層は下位の与那原層に整合で重なる．上位の知念
層に，不整合で覆われる．
時代 浮遊性有孔虫化石により生層序が編まれており，
本層の大部分は氏家（１９８８）及びUjiié（１９９４）の区分
によるPL５/６に，最上部はBlow（１９６９）のN２２に対比
される．これは，後期鮮新世から前期更新世にあたる．

－１５－



YabeandHanzawa（１９３０）及 び 矢 部・半 澤（１９３０）
は，琉球列島から台湾にかけて分布するYoshiwara
（１９０１）の“Raisedcoralreefs”の古期のもの，すなわち
YabeandHanzawa（１９２５）の“RaisedCoral-ReefForma-
tion”を，台湾の高雄付近における層序学的な記述とと
もに，琉球石灰岩［層］（RiukiuLimestone）と命名し
た．MacNeil（１９６０）は，琉球石灰岩を不整合で重なる
那覇石灰岩（Nahalimestone）・読谷石灰岩（Yontan
limestone）・牧港石灰岩（Machinatolimestone）に区別
し，更 に 知 念 砂 岩（Chinensand）・仲 尾 次 砂 岩
（Nakoshisand）と半澤（１９２５）の国頭礫層（Kunigami
Gravel）を加え，これらをまとめて琉球層群（Ryukyu
group）とした．
中川（１９６７）は，琉球列島に分布する更新統の石灰岩

と，これに密接に関連した陸源性堆積物を琉球層群とし
た．沖縄第四紀調査団（１９７６），高安（１９７６），Takayasu

（１９７８）は，琉球層群を段丘面形成に関与していない本
体型石灰岩（糸数石灰岩と互層型石灰岩）に限定した．
Nakamori（１９８６）は，琉球層群の石灰岩がサンゴ礁複
合体堆積物であるとの観点から，含有される化石を岩相
分類に用い，層序の見直しと堆積環境解析をおこなっ
た．
本稿では，琉球層群は，琉球列島に分布しサンゴ礁複

合体に特徴的な生砕物からなる多孔質な石灰岩層と，層
序学的にそれと密接に関連する層の集合体であると定義
する．これらの地層は，更新統に属すると考えられる．
本図幅では，琉球層群を知念層・糸満層・那覇層・港川
層で構成する．
本層群の大部分を占める石灰岩は，多孔質で帯水性・

透水性が高く，良好な帯水層となっている．この性質を
利用して，地下ダム建設による水資源確保が実施されて
いる（第９章９．３）．

４．１ 知念層（Ch）

MacNeil（１９６０）は，琉球層群の最下部に砂岩及びシ
ルト岩が存在するとして，これをChinensand（邦文に
おいては，知念砂岩あるいは知念砂層などと訳されてい
る）と 命 名 し た．Flintetal.（１９５９）は 同 じ 地 層 を
“Chinensandmember”と呼んでいるが，本稿では，こ
れが米軍の内部報告書であり，出版物として地層命名の
要件を満たしていないと考え，提唱はMacNeil（１９６０）
であると解釈する．

本層の層序学的位置については，研究者の見解が分か
れてきた．すなわち，MacNeil（１９６０）が指摘したよう
に本層は島尻層群を不整合で覆い，琉球層群を構成する
層序単元であるとする見解（福田ほか，１９７０；沖縄第四
紀調査団,１９７６；TanakaandUjiié,１９８４；名取・影山，
１９８７；兼子・伊藤，１９９６；Jiju,２００３など），本層は島尻
層群とは大きな時間間隙はなく整合一連であり，島尻層
群に含められるとする見解（茨木，１９７５；Ibarakiand
Tsuchi,１９７５；高 安，１９７６；Noda,１９７６；Furukawa,
１９７９；西田，１９８０など），本層は島尻層群を不整合で覆
うが，島尻層群とは大きな時間間隙はなく，島尻層群・
琉球層群のどちらにも属さないという見解（大清水・井
龍，２００２；佐藤ほか，２００４；小田原ほか，２００５）があ
る．
本稿では，TanakaandUjiié（１９８４）が認定したシル

ト岩角礫からなる単源角礫岩（知念基底礫岩；氏家，
２００６）の不整合をもって知念層の下限とした．本層は那
覇層と整合的な関係にあるので，サンゴ礁起源の石灰岩
とは層序学的に密接な関連があると考えられ，本稿では
知念層を琉球層群を構成する最下位の層序単元であると
位置づける．

標徴 沖縄島中南部に分布し，灰色ないし青灰色のやや
粗粒なシルト岩から砂質シルト岩を経て砂岩にいたる下
部と，成層した青灰色（風化色は褐灰色ないし黄灰色）
の石灰質砂岩の上部からなる地層．
命名 MacNeil（１９６０）が提唱したChinensandを，野
田（１９７７）が知念層（ChinenFormation）と改名．
模式地 沖縄県南城市（旧 知念村）知念岬から，
久手堅付近にかけての一帯．
く で け ん

層厚 模式地付近では約１８m，八重瀬町安里付近では
あ さ と

数m程度，同町慶座バンタでは約１０m．
ぎ ー ざ

分布 本層は，南城市知念岬から久手堅付近，八重瀬町
安里付近，同町慶座バンタに分布する．糸満市束里にご

つかざと

く小規模な露出が認められる．
岩相 本層の基部には，知念基底礫岩が認められる
（TanakaandUjiié１９８４：氏 家，２００６：第４．１図；第
４．２図）．本層の下部は，下位層との境界から上方に向
かって砂質シルト岩，細粒砂岩，粗粒砂岩と変化する．
しばしば石灰質ノジュールを含有し，未同定の生痕化石
を伴う．上部はより石灰質となり（平塚・松田，１９９８；
中川ほか，２００１），板状の石灰質ノジュールと砂質部と
が互層をなす（第４．３図）．下部から上部への岩相変化
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第４章 琉 球 層 群

（兼子尚知）



は，漸移的な場合や明瞭な境界を持つ場合がある（大清
水・井龍，２００２）．
化石 本層からは有孔虫化石や石灰質ナンノ化石などの
微化石のほか，単体サンゴ，軟体動物，腕足類，コケム
シ，棘皮動物などの大型の化石が産出する．特に，上部
の石灰質砂岩においては，化石を多産する．一方，造礁
サンゴや石灰藻球などの礁やその周辺環境に特有な生物
の化石は，ほとんど含まれていない（大清水・井龍，
２００２）．
層序関係 本層は，下位の島尻層群を不整合で覆う．
TanakaandUjiié（１９８４）は，模式地付近において，島
尻層群新里層と本層の境界に単源角礫岩（知念基底礫
岩：氏家，２００６）が認められるとした．更に，この角礫
岩の上位では，底生有孔虫組成が若干浅くなる傾向が認
められ（氏家，２００６），これは海底浸食による不整合を
示すものだとした．知念基底礫岩とその直下の不整合
は，沖縄島中南部で広く追跡できるので，知念基底礫岩
の下限を島尻層群と知念層の境界として設定する．北隣
「那覇及び沖縄市南部」図幅内のうるま市の勝連半島付

かつれん

近において，知念層が南東から北西にかけて，新里層よ
り下位の層準を覆う様子を地質図から読み取ることがで
きる．このようなことから，知念層が傾斜不整合で島尻
層群を覆うことがわかる．
佐藤ほか（２００４）は，この角礫岩を生物擾乱による偽

礫であるとしたが，TanakaandUjiié（１９８４）の観察露
頭においては，この礫岩は土砂崩壊によって現在露出し
ていないことから，佐藤ほか（２００４）の観察した角礫岩
は知念基底礫岩とは別の層準を指している可能性があ
る．
時代 TanakaandUjiié（１９８４），Ujiié（１９８５）は，石灰
質ナンノ化石と浮遊性有孔虫化石の生層序を検討し，新
里層中に鮮新統と更新統の境界があるとし，知念層の下
部はBlow（１９６９）のN２２帯にあたるとした．兼子・伊
藤（２００６）は，本層上部の石灰質砂岩から産する化石の
石灰質骨格の８７Sr/８６Srを求め，ストロンチウム同位体比
年代が１．１６Maであると報告した．これらの結果から，
本層は前期更新世に形成されたものと考えられる．
石灰質ナンノ化石生層序の検討によって，佐藤ほか

（２００４）は鮮新統と更新統の境界が本層の下部に含まれ
るとし，小田原ほか（２００５）は本層がすべて鮮新統に対
比されるとした．これらの結果は，TanakaandUjiié
（１９８４），Ujiié（１９８５）と調和的ではない．その原因は，
本層基底に存在する不整合層準の認定の相違や，微化石
層序に基づいて鮮新統と更新統境界を認定する際の基準
の差異によるものと考えられる．そのため，今後岩相及
び微化石層序の更なる検討が必要となる．
堆積環境 Nakamorietal.（１９９５）は，本層上部の石灰
質砂岩が水深１５０mよりも深い場所で堆積したと推定し
た．
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第４．１図 新里層より知念層に及ぶ岩相層序
氏家（２００６）より．
a：新里層と知念層の境界付近の柱状図．南城市（旧知
念村）の守礼ゴルフ場入り口付近から南西崖にわたる

しゅれい

露頭にて作成．TanakaandUjiié（１９８４）を改変．本層
序を得た当時は，ゴルフ場の建設時であったために全
面的に露出していた．知念基底礫岩の位置は，佐藤ほ
か（２００４）が再現を試みた類似層序の明らかに下位に
あって，現在は土砂崩落によって隠されている．sp-１
～sp-１４は微化石採取層準．
b：知念基底礫岩の露頭スケッチ．



４．２ 石灰岩の岩相区分

本稿では，琉球層群の石灰岩がサンゴ礁複合体堆積物
であるとの観点から，Nakamori（１９８６），井龍ほか
（１９９２），Nakamorietal.（１９９５），Iryuetal.（１９９８）に
準じ，含まれる化石を用いた石灰岩の岩相区分を適用す
る（第４．４図）．本図幅凡例で用いる岩相は，サンゴ石
灰岩，石灰藻球石灰岩，砕屑性石灰岩，サイクロクリペ
ウス-オパキュリナ石灰岩の四つである．このような岩

相区分は，区分に用いた生物の現生種の分布深度の資料
等により，その堆積深度をただちに推定できる利点があ
る（第４．４図）．以下に，これらの文献に基づいて石灰
岩の岩相を記述する．

４．２．１ サンゴ石灰岩（第４．５図a，b）
サンゴ石灰岩は，現地性の造礁サンゴと層状の無節サ

ンゴ藻が重なり合っている石灰岩で，塊状無層理の部分
とマウンド上の構造物（バイオハーム）を形成すること
がある．砕屑粒子は淘汰が悪く，有孔虫・軟体動物・サ
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第４．２図 知念層下部の露頭
氏家（２００６）より
a：知念層下部の露頭遠景写真．南城市（旧佐敷町）新里の崖崩壊予防区域にて１９９４年撮影．矢印はbの知念

基底礫岩の露頭位置を示す．
b：知念基底礫岩の露頭写真．
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第４．３図 知念層上部の石灰質砂岩の露頭
八重瀬町の慶座バンタの海岸に露出する知念層上部の石灰質砂岩．上位の那覇層の砕屑性石灰岩に整合で覆わ
れる．

第４．４図 琉球層群の石灰岩の岩相と堆積場の関係
琉球層群の石灰岩の各岩相が，サンゴ礁複合体のどの場所で形成されるかを示す模式図（井龍ほか，１９９２を改
変）．
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ンゴ・石灰藻などの遺骸がみられる．基質にはミクライ
トとスパーライトの双方が認められる．礁地から礁嶺及
び礁斜面上部のごく浅い部分，もしくは礁斜面の水深数
十mまでの部分で形成されたことを示す．

４．２．２ 石灰藻球石灰岩（第４．５図c）
石灰藻球を全岩の体積の２０％以上含む石灰岩

（Minoura,１９７９）．この岩相は，サンゴ石灰岩より地形
的に低所にあり，その周囲を取り巻くように分布する．
サンゴ石灰岩や淘汰の悪い砕屑性石灰岩と漸移関係にあ
る．礁斜面下部から島棚にかけて，水深５０mから１５０m
の間で形成されたことを示す．

４．２．３ 砕屑性石灰岩（第４．５図d，e）
この石灰岩は，淘汰の悪いものと良いもののふたつの

タイプに細分される．
淘汰の悪い砕屑性石灰岩は，有孔虫・コケムシ・腕足

類・軟体動物・石灰藻などの細粒砂から小礫大の砕屑粒
子からなり，基質はミクライトで，しばしば数cmから
数m単位で成層している．これは水深５０m以深から，
１５０～２００m付近の礁前縁の堆積物と考えられる．本図
幅内では，糸満層及び那覇層の砕屑性石灰岩は，すべて
このタイプである．

淘汰の良い砕屑性石灰岩は，有孔虫にカルカリナとバ
キュロジプシナが卓越し，ほとんどこれらの有孔虫殻か
らなり，粗晶質方解石基質が発達するが，隙間を完全に
充填することは希で，多くの場合空隙が目立つ．サンゴ
石灰岩と漸移関係あるいはサンゴ石灰岩に挟有される．
これは，おもに礁池（水深数m程度）で形成されたこ
とを示す．本図幅内では，港川層の砕屑性石灰岩は，す
べてこのタイプである．なお，この石灰岩は，俗に「ア
ワ石」と呼ばれる．

４．２．４ サイクロクリペウス-オパキュリナ石灰岩
（第４．５図f）

大 型 底 生 有 孔 虫 のCycloclypeuscarpenteriBradyや
Operculinavenosa（FichtelandMoll）の密集した石灰
岩．数十cmの厚さで層状をなす．水深７０mから１３０m
の間で形成されたことを示す．

４．３ 糸満層（It）

兼子（１９９４）は，那覇層の下位に色の違いにより明瞭
に区別することのできる石灰岩層が存在することを報告
し，“赤色石灰岩”と呼んだ．兼子・伊藤（１９９６）は，
ストロンチウム同位体を用いてその年代を求めた．兼
子・伊藤（２００６）は，これを糸満層と命名し，琉球層群
の基底部を構成する層序単元のひとつとして記載した．
本稿でも，これにならうこととする．

標徴 沖縄島南部に分布し，サンゴ礁複合体に特徴的な
生砕物からなる，赤色を帯びる石灰岩の地層．
命名 兼子・伊藤（２００６）による．
模式地 沖縄県糸満市山城の南東約５００m．

やまぐすく

層厚 模式地において１．７m．最大１０m．
分布 沖縄島南部に局地的に分布する．模式地である糸
満市山城の南東約５００m，同市米須の西南西約５００m，

こ め す

同市宇江城の東南東約７５０m，同市ひめゆりパーク南約
うえぐすく

５００m，八重瀬町高良の南約１km，同町与座の南東約１
よ ざ

km及び南城市親慶原からつきしろ付近に点在する．那
覇層の石灰岩分布域の地下に本層が分布しており，石灰
岩採石所で深く掘り下げることによりあらたに露出する
可能性があるほか，ボーリング試料として得られること
がある．
岩相 淘汰の悪い砕屑性石灰岩を主体とする．サンゴ石
灰岩の分布は極めて限られている．同層最下部には，下
位の島尻層群に由来すると考えられる中礫大の泥岩角礫
を多量に含むことがある（第４．６図）．
化石 サンゴ石灰岩は，現地性造礁サンゴや無節サンゴ
藻の化石を主体として，有孔虫・軟体動物などの化石を
含む．淘汰の悪い砕屑性石灰岩は，有孔虫・軟体動物・
腕足類・コケムシ・棘皮動物等の化石を含む．
層序関係 本層は，島尻層群を不整合で覆う．知念層の
上部とは同時異層の可能性があるが，直接の関係は観察
されない．
時代 兼子・伊藤（１９９６，２００６）は，本層から産する化
石の石灰質骨格の８７Sr/８６Srを求め，そのストロンチウム
同位体比年代が平均で約１．３Maであるとした．小田原
ほか（２００５）は，石灰質ナンノ化石生層序より，本層の
堆積年代を１．４５～１．６５Ma（糸満市米須地域），あるい
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第４．５図 琉球層群の石灰岩の岩相
a：サンゴ石灰岩中のサンゴ化石．八重瀬町具志頭の港川層．
b：サンゴ石灰岩中の層状の無節サンゴ藻化石．糸満市山城の糸満層．
c：石灰藻球石灰岩．直径２～３cmの石灰藻球化石が密集する．糸満市与座岳付近の那覇層．
d：淘汰の悪い砕屑性石灰岩．よく成層し，那覇層では例外的に２０度程度の傾斜を示す．南城市堀川の那覇層．
e：淘汰の良い砕屑性石灰岩．いわゆる「アワ石」と呼ばれる岩相．南城市志堅原の港川層．
f：サイクロクリペウス?オパキュリナ石灰岩．糸満市照屋の那覇層．

て る や
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第４．６図 糸満層と那覇層との関係
a：糸満市山城の糸満層模式地露頭．下位より，与那原層の泥岩，糸満層のサンゴ石灰岩及び砕屑性石灰岩

（層厚約１．５m），那覇層のサンゴ石灰岩及び砕屑性石灰岩が，それぞれ不整合で重なる．
b：糸満市大度の砕石所内でみられる，糸満層（砕屑性石灰岩）と那覇層（下位よりサンゴ石灰岩，石灰藻球

石灰岩，砕屑性石灰岩）の不整合境界．色合いの異なる両層が，明瞭な境界で接する．
c：糸満層の模式地露頭の糸満層基底部の岩相．砕屑性石灰岩中に，多量の泥岩角礫が含まれる．

a

b

c



は１．２１～１．６５Ma（八重瀬町慶座地域）とした．
ぎ ー ざ

堆積環境 本層の大部分は，礁斜面下部から礁前縁にか
けての水深５０mから２００mで堆積したと考えられるが，
一部ではサンゴ石灰岩がみられることから，礁斜面上部
もしくは水深数十mで形成された部分もあることが推
定される．

４．４ 那覇層（Nco,Nd,Nr,Nc）

賀田（１８８５）は，沖縄島の那覇港の近傍に多く分布
し，その他の沖縄の各島海岸付近にもみられる“珊瑚
石”からなる岩層を“那覇石類（NahaRock）”と呼ん
だ．YabeandHanzawa（１９３０）に よ る「琉 球 石 灰 岩

（RiukiuLimestone）」の提唱により，ほぼ同義となる賀
田（１８８５）の那覇石類は，この時点までにほとんど引用
されることがなかったため，破棄されたと考えるのが妥
当である．MacNeil（１９６０）は，琉球石灰岩の層序単元
階層を層群に改めるにあたり，那覇石灰岩（Naha
limestone）を提唱したが，これは那覇石類を沖縄島に
限定したものにほぼ相当する．いったん破棄された「那
覇」の地名をこのように再使用するならば，名称の混乱
は発生しない．MacNeil（１９６０）は，那覇石類が不適格
な名称であるとしているが，本稿ではその有効性を認
め，この名称を最初に単元名に適用したのは賀田
（１８８５）であると解釈する．
MacNeil（１９６０）以 降，い わ ゆ る“琉 球 石 灰 岩

（RiukiuLimestone;YabeandHanzawa,１９３０及び矢部・

半澤，１９３０）”にかかわる研究史を概観すると，１９６０年
代後半から１９８０年代はじめにかけて，石灰岩が段丘形
成と深く関係するという考え方，あるいは堆積盆の埋積
物であるとする立場から多くの研究がなされた（中川，
１９６７；沖縄第四紀調査団，１９７６；高安，１９７６；木庭，
１９８０など）．その後，石灰岩がサンゴ礁複合体堆積物で
あるとの観点から，含有される化石を岩相分類に用いて
層序を組み立て，更に相対的な海水準変動と岩相に相関
があることを考慮した研究が主流となった（Minoura,
１９７９;Nakamori,１９８６；井龍ほか，１９９２;Jiju,２００３など）．
Nakamori（１９８６）は，MacNeil（１９６０）の知念砂岩・

国頭層・那覇石灰岩・読谷石灰岩をまとめて那覇層
（NahaFormation）とし，模式地を八重瀬嶽及び与座岳
周辺に指定した．本稿では，Nakamori（１９８６）の那覇
層から知念層・国頭層に相当する部分を除いたものを，
琉球層群を構成する層序単元のひとつとして扱う．

標徴 沖縄島中南部に分布し，サンゴ礁複合体に特徴的
な生砕物からなる，白色から淡黄色の多孔質な石灰岩の
地層．
命名 賀田（１８８５）が提唱，MacNeil（１９６０）が再提唱
し たNahalimestoneを，Nakamori（１９８６）が 那 覇 層

（NahaFormation）と改名．
模式地 沖縄県八重瀬町（旧 東風平町）八重瀬嶽及び
糸満市与座岳付近．
層厚 模式地において約５０m．南城市前川から八重瀬
町具志頭にかけては，１００mを超える．その他の地域で

－２３－

第４．７図 那覇層模式地露頭
糸満市与座岳の那覇層模式地の採石場内の様子．



は平均２０m．
分布 糸満市から模式地（第４．７図）を経て八重瀬町
具志頭・南城市前川まで，ほぼ連続して広範囲に分布す
るほか，南城市糸数から吉富付近まで分布がみられる．

いとかず よしとみ

豊見城市保栄茂・豊見城団地
び ん とみぐすくだんち

，糸満市武富付近に小規模
たけとみ

な分布があるほか，島尻層群がなす丘陵地帯に残丘状に
小さな分布がみられる．
岩相 糸満市より八重瀬町の与座岳から八重瀬嶽にかけ
て，糸満市国吉・

くによし

小波蔵・
こ は ぐ ら

伊原・束里，南城市つきし
い は ら

ろ・稲福付近では，サンゴ石灰岩が分布する．これらの
いなふく

地域は周辺に比べ，地形的に高い所である．その周囲に
は石灰藻球石灰岩が分布する．淘汰の悪い砕屑性石灰岩
は，更にその外側の地形的な低所に多くみられる．サイ
クロクリペウス -オパキュリナ石灰岩は，糸満市武富・
阿波根
あ は ご ん

・座波付近に分布する．
ざ は

化石 サンゴ石灰岩は，現地性造礁サンゴや無節サンゴ
藻の化石を主体として，有孔虫・軟体動物などの化石を
含む．淘汰の悪い砕屑性石灰岩は，有孔虫・軟体動物・
腕足類・コケムシ・棘皮動物等の化石を含む．石灰藻球
石灰岩は，淘汰の悪い砕屑性石灰岩と同様な化石構成の
ほかに，中礫大の石灰藻球を２０％以上含む．サイクロ
クリペウス-オパキュリナ石灰岩は，大型底生有孔虫
CycloclypeuscarpenteriやOperculinavenosaを密集して産
し，そのほかに淘汰の悪い砕屑性石灰岩と同様な化石構
成をもつ．
層序関係 本層は，島尻層群を不整合で覆う．不整合面
の直上には，島尻層群起源と考えられる泥岩礫を伴うこ
とがある．

知念層と本層は，岩相が漸移し，整合であると考えら
れる．しかし，明瞭な境界で接する場合もあるため（大
清水・井龍，２００２），両層の関係は一部が不整合である
可能性もある．
色相の違いによって明瞭に認識しうる境界をもって，

本層は糸満層を不整合で覆う．
時代 木崎ほか（１９８４）は，うるま市（旧 具志川市）

ぐ し か わ

赤道付近に分布する那覇層と考えられる石灰岩に含まれ
あかみち

るサンゴ化石のウラン系列年代を測定し，その堆積年代
が０．３Maよ り 古 い も の が あ る こ と を 報 告 し た．
Nakamori（１９８６）は，本層の石灰質ナンノ化石層序を
検討し，４６０，０００年から２７０，０００年の生層序帯に含まれ
るとした．兼子・伊藤（１９９６，２００６）は，本層から産す
る化石の石灰質骨格の８７Sr/８６Srを求め，そのストロンチ
ウム同位体比年代が平均０．４Maであるとした．Jiju

（２００３）は，那覇層上部のストロンチウム同位体比年代
として，平均で０．７Maという値を報告した．
小田原ほか（２００５）は，石灰質ナンノ化石層序を検討

し，本層最下部の年代は１．２１～１．４５Maまで遡るとし
た．しかしこの結果は，本層が明瞭な不整合で覆う糸満
層の年代より古くなる可能性を含んでいるため，更なる

検討が必要である．
堆積環境 本層は，岩相ごとに４．２で述べたような堆
積環境が推定され，サンゴ礁の礁嶺あるいは礁斜面上部
から，水深２００m程度の礁前縁に堆積したと考えられる．

４．５ 港川層（Md,Mc）

高安（１９７６）は，牧港石灰岩（MacNeil,１９６０）がそ
の模式地において観察が困難になったため，これに代わ
るものとして，それまで牧港石灰岩に対比されていた八
重瀬町（旧 具志頭村）港川付近の平坦面を構成する石
灰岩に対して，港川石灰岩（MinatogawaLimestone）と
いう名称を提唱した．Nakamori（１９８６）は，これを港
川層（MinatogawaFormation）と改めた．本稿では，
Nakamori（１９８６）に従い，港川層が琉球層群を構成す
る最上位の層序単元であると位置づける．

標徴 沖縄島中南部の一部に分布し，サンゴ礁複合体に
特徴的な生砕物からなる，白色から黄褐色の多孔質な石
灰岩の地層．
命名 高 安（１９７６）が 提 唱 し た 港 川 石 灰 岩 を，
Nakamori（１９８６）が港川層（MinatogawaFormation）と
改名．
模式地 沖縄県八重瀬町（旧 具志頭村）港川．
層厚 模式地付近で１５m．糸満市喜屋武では５m程度，

き ゃ ん

南城市の久高島では約２０m．
分布 本図幅内では，模式地付近，南城市の久高島・コ
マカ島・タマタ島・アドキ島・アージ島，糸満市喜屋
武・名城付近に分布する．分布高度は，模式地付近では

な し ろ

平均して２０m程度（最高６０m），そのほかの分布域でも
１０mから２０mで，平坦面を形成する．
岩相 模式地では，淘汰の良いタイプの砕屑性石灰岩と
サンゴ石灰岩（第４．８図）が，漸移するか整合関係で
みられる．そのほかの分布域では，淘汰の良いタイプの
砕屑性石灰岩がみられる．
化石 サンゴ石灰岩には造礁性サンゴ・層状の無節サン
ゴ藻・軟体動物・有孔虫などの化石が含まれる．模式地
のサンゴ石灰岩からは，硬骨海綿化石が得られた．淘汰
の良いタイプの砕屑性石灰岩は，有孔虫化石が大部分を
占める．
層序関係 本層は，島尻層群及び那覇層を不整合で覆
う．知念層及び糸満層との直接の層序関係はない．八重
瀬町具志頭の北東約１kmでは，本層が那覇層を覆う不
整合面上に，かつては古土壌が観察された（第４．９図）．
時代 本層が形成する地形面は堆積原面を示すと考えら
れ，その分布高度から低位段丘に対比される（木庭，
１９８０）．
堆積環境 本層は，水深数m程度の礁池で堆積したと
考えられる．

－２４－



－２５－

第４．８図 港川層のサンゴ石灰岩
糸満市喜屋武の海岸にみられる，港川層のサンゴ石灰岩．枝状サンゴ破片が密集する．

第４．９図 那覇層と港川層の不整合露頭
那覇層と港川層の不整合面に，古土壌がみられる．八重瀬町具志頭の北東約１kmの採石所．



本地域内には，以下に挙げるような完新世堆積物がみ
られるが，層序単元として固有の名称は付さない．

５．１ 沖積層（a）

古川・仲村（１９８２）及び沖縄県企画調整部（１９８３）に
よると，沖積層は，海岸沿いもしくは河川沿いの標高５
m以下の低地に分布する．本図幅内の海岸沿いでは，豊
見城市与根から糸満市街地周辺，糸満市名城，同市
大渡，南城市
お お ど

志堅原
しけんばる

・志喜屋・久手堅，中城湾
し き や

に面した
なかぐすくわん

南城市佐敷周辺に発達する．沖積層は，海岸に沿って幅
さ し き

５００m程度で細長く分布するが，豊見城市与根付近では
２kmに達する．これらは大部分が海成層で，後背地の
丘陵地帯から流出した泥が礁地を埋め立てたものと考え
られ，１万年前以降に形成されたものである（沖縄県企
画調整部，１９８３）．河川沿いでは，南城市湧稲国・

わきなぐに

愛地
あ い ち

から大城付近，雄樋川下流域にみられる．
中城湾周辺では，島尻層群を不整合に覆い，下部は砂

とシルトの細互層，中部は粘土・シルト層，上部は砂質
層からなり，いずれもサンゴ片などの石灰質生砕物を含
む．全体としてN値は５以下で，中部の粘土層はN値が
１～２程度である（沖縄県企画調整部，１９８３）．

５．２ 海浜砂（b）及び砂丘堆積物（d）

海浜が糸満市名城，南城市新原から知念一帯，久高島
南東海岸に小規模に発達し，有孔虫，サンゴ，軟体動物
などの生物殻破片からなる石灰質中・粗粒砂-中礫が砂
浜を形成する．これらの砕屑物は，常に新しい生物破片
が供給され，場所により淘汰度・円磨度はさまざまに変
化する（サンゴ礁地域研究グループ，１９９０）．
糸満市米須海岸には砂丘が発達し，比高は数mから

十数mに達する（第５．１図）．生物殻破片を起源とす
る石灰質中粒砂からなり，陸棲腹足類化石が多数産出す
る．石灰質中粒砂の淘汰はよく，円磨されている．

５．３ ビーチロック（記号なし；赤丸）

糸満市の喜屋武岬西の海岸にビーチロック（サンゴ礁
地域研究グループ，１９９０）が発達する（第５．２図）．ま
た，八重瀬町具志頭の海岸には，隆起サンゴ礁上に離水
したビーチロックがみられる．いずれも小規模で，地質
図上に表現することはできないので，存在を確認した位
置に赤丸で示した．有孔虫，サンゴ，軟体動物の遺骸破
片からなり，固結度はハンマーで容易に破壊できる程度

－２６－

第５章 完新世堆積物

（兼子尚知）

第５．１図 糸満市米須の砂丘
糸満市の米須砂丘．後方のやぐらは，地下ダム工事の掘削機．



である．海側に数度傾斜し，板状層理が発達する．

５．４ トゥファ

トゥファ（tufa）は淡水成炭酸塩堆積物の一種で，現
在も活発に堆積が進行している．これは，石灰岩地帯か
らの湧水の流路に添って形成される，高さ数十cmのマ
ウンド状の構造物で，表面は蘚苔類などが繁茂し深い緑
色を呈している．孔隙質で乾燥するとたいへん軽く，軟
弱であり，内部はやや黄色がかった白色を呈し，しばし
ば縞状の構造が発達する．トゥファの形成には，シアノ
バクテリア（cyanobacteria；藍藻類）が大きく関与して
いるとされる．石灰岩地帯（鍾乳洞など）を通過して，
炭酸カルシウム及び二酸化炭素を豊富に溶解した水が地
表を流下する際，二酸化炭素の脱ガス・水の蒸発などに
加え，地表面に棲息するシアノバクテリアや藻類，蘚苔
類が光合成により二酸化炭素を消費するため，過飽和と
なった炭酸カルシウムが方解石結晶として無機的に沈殿
する．シアノバクテリアは二酸化炭素の消費とともに，
晶出した方解石をトラップしたり，方解石結晶の核形成
の役割を担っているとされる．このように無機的な沈殿
でありながら，生物活動が鉱物化に関与している現象を
生 体 誘 導 型 鉱 物 化 作 用（biologicallyinduced
mineralization）と呼び，炭酸塩骨格を細胞の働きにより
直接析出させる生体鉱物化作用（biomineralization）と
対置される．炭酸カルシウムが生物活動とは無関係に無
機的に沈殿して形成されたトラバーチン（travertine；
石筍や鍾乳石など）と混同されやすいが，区別すべきで

ある．トゥファは地表の狭い範囲で形成されるため，周
辺環境の変動の影響を強く受ける．トゥファの縞模様か
ら環境変動の記録が読みとれる可能性があるとして，近
年特にその存在が注目されるようになった（兼子ほか，
１９９７など）．

本調査地域には広範囲にわたる石灰岩の分布と豊富な
地下水があり，トゥファの形成に好条件がそろっている
（第５．３図）．南城市垣花の「

かきのはな

垣花樋川」と呼ばれる湧
かきのはなひーじゃ

水地では，トゥファがよく発達している．堆積速度は極
めて速く，生きている淡水棲巻貝の殻表をトゥファが２
～３mmの厚さに被っている．八重瀬町の「慶座バン
タ」と呼ばれる海食崖の湧水個所にも，トゥファが発達
している．ここでは現在形成されつつあるトゥファとと
もに，流路が移動したために取り残された“古トゥ
ファ”がみられる．これらはいずれも狭い範囲でしか認
められないため，地質図上には表現されていない．

５．５ 隆起サンゴ礁（rc）及び現世サンゴ礁
（記号なし）

サンゴの生育は最終氷期には衰えていたと考えられる
が，最終氷期最盛期以降の温暖化傾向のもとでサンゴ礁
の形成が活発になった．完新世の海面上昇に従い，現在
みられるサンゴ礁が発達した．本地域ではほぼ全域にわ
たり，海岸を取りまくように現世サンゴ礁が発達してい
る（サンゴ礁地域研究グループ，１９９０；裏表紙参照）．
糸満市の西方沖約１３kmには，「ルカン礁」と呼ばれる
長軸およそ１．９kmの卵形の台礁がある．これは島棚に

－２７－

第５．２図 糸満市喜屋武岬付近のビーチロック
糸満市喜屋武岬付近でみられるビーチロック．固結度は弱く，波浪により内部が空洞化している．



孤立して形成されたサンゴ礁で，外周部分が前方礁原，
内側が礁地になっている．北端付近に灯台が設置されて
いるが，ほかに常時干出する部分はない．

八重瀬町具志頭の海岸には，局部的に隆起が起こった

結果離水した，隆起サンゴ礁がある．ここでは，離水
ノッチ（離水キノコ岩；第１．１２図），離水ビーチロッ
クもみられる．

－２８－

第５．３図 トゥファ
a：南城市垣花の「垣花樋川」のトゥファ．
b：八重瀬町慶座バンタのトゥファ．

a

b



５．６ 埋立地（r）

糸満市街地沖において，礁地を埋めたてる大規模な造
成工事が行われた（第５．４図）．埋め立て総面積は，お

よそ４７０haに達する．小規模な埋積地は，八重瀬町港
川，南城市奥武・志喜屋・知念・久高など，いずれも港

お う

湾建設に伴うものがある．

－２９－

第５．４図 糸満市沖の埋立地の変化
左は１９７３年（昭和４８年），右は１９９４年（平成６年）の国土地理院発行の１/５０，０００地形図．埋立により伊保島

い ほ じ ま

は消滅した．

１９７３（S.４８） １９９４（H.６）



６．１ 陸棲脊椎動物化石

鍾乳洞堆積物や裂か堆積物は，主に外部から流入した
赤色土からなり，未固結のものもあるが，炭酸カルシウ
ムの膠結作用によって固結している場合が多い．赤色土
中には，多くの陸棲脊椎動物化石（第６．１図）あるい
は陸棲腹足類・甲殻類などの化石が含まれている．これ
らの堆積物は，一般に堆積年代が不明な場合が多く，更
新世後期から完新世にかけて堆積したと推定されるが，
再堆積が頻繁に発生していると考えられ，含まれる化石
は同じ場所に堆積しているものでも時代が異なる可能性
がある．
本地域を含め，沖縄県内の鍾乳洞堆積物や裂か堆積物

からは，多数の陸棲脊椎動物化石が報告されている（野
原，２００２；大 塚，２００２，大 城，２００２な ど；第６．１表，
第６．２表）．これまでに知られている化石は，両生類の
カエル・イモリ，爬虫類のカメ・ヘビ・トカゲ，鳥類，
ほ乳類のヒト・ゾウ・シカ・イノシシ・ヤマネコ・ネズ
ミ・コウモリなどである．とくに，八重瀬町港川の港川
層の裂か堆積物から発見された人骨化石は，注目すべき

ものである．これは港川人と呼ばれ，９体分の人骨が含
まれ，うち１体はほぼ完全な骨格をなしている．C１４年
代により，更新世後期の約１８，０００～１６，０００年前のもの
であると考えられる（SuzukiandHanihara,１９８２；安里
ほか，１９９９）．

６．２ 陸棲脊椎動物以外の化石

沖縄県下からは，これまでに陸棲脊椎動物以外の化石
として，石灰藻・石灰質ナンノプランクトン・放散虫・
有孔虫・海綿・サンゴ・軟体動物（頭足類・掘足類・斧
足類・腹足類）・節足動物（フジツボ・カニ・貝形虫）・
コケムシ・腕足類・棘皮動物（ウミユリ・ウニ）・コノ
ドント・魚類・クジラ類・陸上植物（葉・石炭・珪化
木・花粉・胞子）・生痕などの化石の産出が知られてい
る．野原（２００２）は，沖縄県からの無脊椎動物化石の産
出報告をまとめた．
本地域にかかわるものでは，MacNeil（１９６０），Noda

（１９８０，１９８８，１９９１）による貝類化石の報告が挙げられ
る．特にMacNeil（１９６０）は，島尻層群及び琉球層群よ
り３３３種（９７新種を含む）を報告した．

－３０－

第６．１図 陸棲脊椎動物化石の産状
糸満市束辺名の那覇層に発達した鍾乳洞内の堆積物中に含まれる脊椎動物の骨化石．

つ か へ な

第６章 化 石

（兼子尚知）



－３１－

第６．１表 沖縄県内で産出した陸棲脊椎動物化石一覧表
沖縄県内から報告された，第三紀・第四紀型脊椎動物
化石の一覧．野原（２００２）による．

第６．２表 沖縄県内で産出した更新世人類化石一覧表
野原（２００２）に加筆．



氏家・兼子（２００６）は，本地域を含む沖縄島中・南部
の地質構造について詳述した（北隣「那覇及び沖縄市南
部」図幅，第７章）．ここでは，これを簡潔にまとめる
こととする．
沖縄島中・南部の島尻層群には断層がよく発達する

が，それらの大部分が上位の琉球層群を切っていないこ
とから，琉球層群堆積前に大きな構造運動があったと推
定される．氏家（１９８３）はこれを「琉球島弧変動」と名
付け，木崎編著（１９８５）は「島尻変動」と改称した．豊
見城層には南南東側フェルゲンツを示す衝上断層が認め
られる（第７．１図）が，これは本来は北東側フェルゲ
ンツであり，南琉球弧の拡大によって転移した結果と推
定される（Mikietal.,１９９０）．島尻変動はフィリピン海

プレートの沈み込みによるもので，それに伴い沖縄トラ
フも形成されたと考えられている．この変動ののちに，
琉球層群の石灰岩を構成する造礁サンゴがこの地域に発
達を開始した．
琉球層群は，「うるま変動（木崎編著，１９８５）」で生じ

た断層に切られ，多数のブロックに分断された．それら
のブロックの垂直方向の変動量と向きはさまざまであ
り，その詳細についてはさらなる研究が必要である．
島尻層群には，多数の共役断層が発達する（第７．２

図）．これらのスリッケンラインを測定して応力履歴を
算出すると，大局的にE-W方向の圧縮応力が優勢であ
ることが認められた（TeramaeandHayashi,２００４）．

－３２－

第７．１図 島尻層群に認められる逆断層
那覇市高良の駐車場の崖にて１９８７年撮影（氏家）．

た か ら

第７章 地 質 構 造

（氏家 宏）



－３３－

第７．２図 島尻層群に発達する共役断層
このような共役断層が随所に存在する．那覇市字栄原団地にて１９８７年撮影（氏家）．



氏家・兼子（２００６）は，本地域を含む沖縄島中・南部
の地史と古地理について詳述した（北隣「那覇及び沖縄
市南部」図幅，第８章）．ここでは，これを簡潔にまと
めることとする．
本稿では，琉球弧から大陸棚にかけての古地理図（第

８．１図）とブロックダイアグラム（図８．２図）を用い
て，地史と古地理について説明する．
中部始新統の嘉陽層堆積時は，大陸から大量の砂が供

か よ う

給された（第８．１図a）．その後，この地域はより古い
北西側の付加体とともに大陸に付加された（第８．１図
b・第８．２図a）．後期中新世から島尻層群が堆積を始
め，５-６Maには現大陸棚外縁付近において宍道・台湾
褶曲帯が隆起したため，その内側の大陸棚では鮮新世の
間は汽水域であった（第８．１図c・第８．２図b）．この
当時には，八重山諸島と，沖縄諸島から

や え や ま

奄美諸島にかけ
あ ま み

広く陸域が発達していた．鮮新世後期まで，島尻層群が
厚く堆積するとともに，フィリピン海プレートの沈みこ

みによって島弧域は隆起し，沖縄トラフは拡大・沈降し
た（第８．１図d・第８．２図c）．更新世前期には，島弧
域の島尻層群は削剥された（第８．２図d）．その後，沖
縄トラフの形成によって大陸棚からの土砂がトラップさ
れて，サンゴ礁が発達し琉球層群が堆積した（第８．１
図e・第８．２図e）．
最終氷期には，台湾から奄美諸島にかけて陸橋が形成

された（第８．１図f）ため，黒潮本流は沖縄トラフへの
流入を妨げられて，北西太平洋域はグローバルな寒冷化
に拍車がかかった（氏家，１９９８）．
氏家（１９８３）は，約１，７００mの垂直落差を伴う左横ず

れ断層「慶良間海裂」を認めた．この断層によって，南
け ら ま

琉球弧は太平洋側に張り出した（UjiiéandNishimura,
１９９２）．Mikietal.（１９９０）は，約１０Ma（後期中新世）
に南琉球弧が時計回りに約１９度回転したと古地磁気測
定から推定している．

－３４－

第８章 地史と古地理

（氏家 宏）

第８．１図 嘉陽層堆積時から台湾-奄美大島にいたる陸橋形成までの琉球弧と周辺域の古地理図
a：中期始新世における嘉陽層堆積時には大陸が接近しており大量の砂を供給していた．b：嘉陽層が付加体と
して大陸の一部に組み込まれ，後期中新世の島尻層群堆積開始までの間に準平原化していた．c：鮮新世末にお
ける島尻海．しかし大陸棚域では，宍道-台湾褶曲帯の隆起部に阻止されて汽水域に留まり，浅海域になった
のは更新世初期であった．石垣島を中心とする区域や沖縄から奄美大島にかけての地域が陸域であった点に注
意．d：“島尻変動”後の古地理図．陸域は現在の水深にして，約１２０mまで広がった．e：広域に及ぶ琉球層群
石灰岩の堆積．f：台湾-琉球弧陸橋の形成時．なお，c-fまで石垣島より宮古島北西に及ぶ島々の位置を二重
に示しているが，南側の方は現在の位置であって，南沖縄トラフの拡大・慶良間ギャップに沿う左横ずれ断層
運動を受けた結果である．



－３５－



－３６－

第８．２図 琉球弧形成過程を示すブロックダイヤグラム
a：島尻層群堆積前の準平原化された大陸末端部．b：鮮新世における島尻海．宍道-台湾褶曲帯の一部は海面
上に露出していた可能性がある．c：“島尻変動”の模式図．d：南琉球弧を中心に島尻層群は波浪限界まで削剥
され，沖縄トラフの形成によって大陸からの土砂供給が休止に近い状況になった．f：琉球層群の主体を成すサ
ンゴ礁性石灰岩の発達による南琉球弧“５００m島棚”（氏家，１９８０）の形成．その後の“うるま変動”と呼ばれ
るブロック運動によって陸上に露出したり，より深い水深に沈んだりした．



９．１ 天然ガス田

沖縄本島南部には島尻層群の泥岩が発達するため，石
油や天然ガスを含有するとの期待があった．米軍統治下
で米国海軍によって，勝連半島と与那原において各１本
の掘削が行われている．このうち与那原１号井（第
９．１図c）は，深さ１，２５０m近く（ほぼ島尻層群の基
底）に達している．福田ほか（１９７０）が琉政２号井の島
尻層群の石油化度を調べたところ，０．００１２以下であっ
た．石油の産出は期待できないことが明らかになり，水
溶性ガスの開発に移行した．
１９６０年度より１９６９年まで，日本政府の技術援助計画

に基づいて，水溶性ガスの開発が試みられた．その間に
地下の豊見城層は１３枚の砂岩優勢層が識別され，その
後の掘削の対比に有効な手段を提供するとともに，ガス
含有層として注目されてきた．そのうち上位よりT１，
T３，T５，更にT１３層が有力な含有層である．那覇市奥
武山公園北端で掘削された琉政２号井（第９．１図c）
では，基盤の名護層直上のT１３層から約９，０００m３/dayの
ガスが自噴した．約９２％のCH４を含み，総発熱量は約
９，０００kcal/Nm３と極めて有望なものであったが，自噴が
程なく止まると採算不可能な量に低下したようである．
福田ほか（１９７０）が引用している各掘削井のコアを通し
ての経年変化は，公表されていない．
沖縄天然ガス開発株式会社が，１９８２年から１９８５年７

月にかけて，糸満市大里で実施した観測データにもとづ
おおざと

き天然ガス資源について考察する．第９．１図aは，
１９８４年までの記録である．掘削当初は自噴したもの
の，１箇月も経たずにガス量，ガス/水比が急速に低下
しており，ガスの供給だけでは採算が取れない事が分
かった．水溶性ヨードは，平均して約８５ppm前後で殆
ど変動せずに含まれる．天然ガスとヨード採取を併用す
れば採算が合うとみなされたが，実現に至っていない．
第９．１図bでは，大里の観測井が断層を切っている

ことがわかる．天然ガス開発においては，第９．１図c
に示したように，多数の断層でシールされたブロック単
位を考慮する必要がある．それにより，各ブロックごと
に含有ガス層の有効含有量を計算することが可能となる．

９．２ 石灰石資源

琉球層群の石灰岩は，石材及び砕石として採掘・利用
されている．全県では，可採鉱量は２２．４億tと見積もら

れている（高野，１９９４）．県下では俗に「コーラル」と
呼ばれることがある．本図幅地域内では，３３箇所の石
灰石鉱山が登録されている（資源エネルギー庁鉱物資源
課，２００５）が，いずれも小規模である．石材としての用
途は，古来から石垣などに用いられきた．砕石は路面の
バラスに用いられている．しかし，コンクリート原料あ
るいは骨材としては，利用されていない．石灰岩相が厚
く発達する沖縄島南部ではトラバーチンが産出し，壁材
などに使われている．このほか，土壌改良材・水処理
剤・農薬・中和剤・排煙脱硫・セラミックス原料などに
用いるための開発研究がおこなわれている（高野，
１９９４）．

９．３ 水 資 源

琉球層群の石灰岩は，空隙率・透水係数が高く，良好
な帯水層である．その下位にある島尻層群は，透水係数
が低い泥岩が優勢で，不透水層となる．両層の境界から
は，しばしば湧水がみられる．このような湧水の周辺に
は集落が発達し，古くから人々の生活を支えてきた．本
図幅内においても多数の湧水は認められるが，これに
よってすべての水需要を満たすことはできない．
現在の沖縄島の水道水及び工業用水の利用は，年間１

億５千万m３弱であり，本図幅内の地域（糸満市・豊見
城市・南城市・八重瀬町など）で，その１５％程度を消
費している．沖縄島における水源別の供給割合は，北部
山 岳 地 に 集 中 す る 貯 水 ダ ム（６８．２％），河 川 水
（２１．４％），地下水（７．７％），海水淡水化（２．７％）と
なっている（沖縄県企業局，２００５）．
琉球層群の石灰岩が広く分布し，不透水性基盤である

地下の島尻層群が谷地形（地下水盆）をなす場所におい
ては，石灰岩の内部に止水壁を設け，石灰岩層を地下貯
水池とする地下ダムが，有効な潅漑用水資源開発方式で
ある．本図幅地域内では，糸満市の名城・喜屋武・米
須・宇江城・真栄平・摩文仁，八重瀬町慶座・

ま え ひ ら

仲座・港
な か ざ

川が地下ダム適地とされる（沖縄総合事務局農林水産
部，１９８３）．このうち，米須ダムと慶座ダムが建設に移
されている（第９．２図）．

９．４ 地 震 災 害

琉球列島はプレートの沈み込み帯にあたり，地殻変動
の活発な地域である．活断層研究会編（１９９１），中田・

－３７－

第９章 応 用 地 質

（兼子尚知・氏家 宏）



今泉編（２００２）では，本地域に多数の活断層を認めてい
る．しかし，琉球層群の石灰岩が形成する断層崖におけ
る変位の速度が不明で，変位の累積性を示す積極的資料
は見出されていない（活断層研究会編，１９９１）．本図幅
地域周辺における地震発生頻度は本土と大差はないが，
陸地面積が狭いため，身体に感じる地震の割合は相対的
に低い．有史以来，本図幅地域を含め，琉球列島一帯で
は幾度もの被害地震が記録されている（第９．１表：第
９．３図）．城壁の石垣が崩れる被害が何度か報告されて
いるが，これは震度５以上に相当するといわれる．この

ような強い地震動が発生した場合，豊見城市与根付近や
糸満市街などの沖積低地・埋め立て地では，地盤の液状
化による被害が予想される．また，沖縄県内で多くみら
れるピロティ式住宅や家屋の屋上に設置されている水タ
ンクは，地震に対して非常に弱い構造であると指摘され
ている（加藤，１９９５；第９．４図）．
地震による揺れの被害とともに留意しなければならな

いのが，津波である．本地域では津波による被害は過去
に記録がないが，糸満市荒崎の海食台上に津波石と思わ

あらさき

れる岩塊がいくつかみられる．周辺にはこれより高い位

－３８－

第９．１図 沖縄の天然ガス開発に関する情報
a：沖縄天然ガス開発株式会社による糸満市大里掘削井に認められた，ガス量とガス／水比の経年変化．初期の
ガス自噴とその後の急速な減少に注目．b：上記掘削井４本の位置図．観測井が断層を切っている点に注意．
c：これまでに掘削されたボーリングの位置図と断層の関係．琉政No.１，No.２，No.３は琉球政府，与那原No.１
は米国海軍，具志頭井は沖縄余暇開発株式会社による．ロワジール・ホテルは温泉開発のために掘削されたも
ので，付随するガスの利用は認可されていない．



置に露頭はなく，崩落した岩塊ではないことは明らかで
ある．最大のものは９．７m×６．２m×厚さ１．８m程度の大
きさで，別の岩塊によりかかるように台地上にある（第
９．５図）．比高１０mほどの海食崖の縁の那覇層の砕屑
性石灰岩が，層理面で剥がされて２０～３０mほど内陸側
に移動したものと考えられる．おそらく有史以前の津波
によるものであろう．

９．５ 斜 面 災 害

本図幅地域の地形は，急崖からの石灰岩塊の崩落，斜
面の地すべり，風化層の流下によって形成されてきたも
ので，現在もなおその過程にあるといえる．丘陵地帯及
び石灰岩台地周縁部の急崖下では，泥岩・砂岩層の地す
べりや石灰岩塊の崩落の発生が予想され，その対策が必
要となる．特に集中的な豪雨の後や地震発生時には，崩
落・崩壊の危険性が高くなるので注意を要する．
島尻層群のシルト岩は乾湿風化を受けやすく，表層部

が急速に風化・細粒化し，地すべりが発生しやすくなる
（河名，１９８８；Maekadoetal.,１９８２；前門，１９８５；前門，
１９９０）．島尻層群の泥岩・砂岩による盛土の法面は，自
然斜面に比べて水分がより深く浸透する．これにより深
部まで風化が進行するため，斜面崩壊の発生頻度が高く
なる．また，切土による急傾斜な人工斜面も，丘陵地帯
の急斜面と同様に地すべりを起こす危険性を内在してい
る．

－３９－

第９．２図 米須地下ダム工事現場
糸満市米須で行われた地下ダム建設工事．現位置連続
撹拌工法により，ダム壁を設置する．

第９．１表 琉球列島における被害地震一覧表
国立天文台編（２０００）などから抜粋．



－４０－

第９．４図 ピロティ式住宅の倒壊
加藤（１９９５）より．

第９．３図 琉球列島における被害地震の震央分布
宇佐美（１９８７）に加筆（明治６年以降）．



－４１－

第９．５図 糸満市荒崎の津波石と思われる
石灰岩塊
周囲にこの岩塊より高い露頭はない
ので，崩落岩塊ではなく，津波に
よって移動したものと推定される．
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GeologyoftheItomanandKudakaJimaDistricts

By

NaotomoKANEKO＊ andHiroshiUJIIÉ＊＊

(Writtenin２００６)

(ABSTRACT)

OkinawaIslandliesnearthecenterandisthelargestislandoftheRyukyuIslands.Thissheetmapareais
southernpartoftheIsland.TheareaisgeologicallycomposedofthelateMiocenetoearlyPleistoceneShimajiri
Group,earlytolatePleistoceneRyukyuGroupandHolocenesediments.Thegeologicalsequenceoftheareais
showninFig.１.

SHIMAJIRIGROUP

TheShimajiriGroupiscomposedoftheTomigusukuFormation,theYonabaruFormationandtheShinzato
Formationinascendingorder.TheexposedareaoftheShimajiriformsgently-slopinghillcountry.
TheTomigusukuiscomposedofsiltstoneandincludingsandlayerthatdistinguishabletotheOrokuSandstone

MemberandtheNakagusukuSandstoneMember.ThetypelocalityisinthenorthernpartofTomigusukuCity.This
Formationunconformablyoverliessubordinateformationandisabout１，３００m thick.
TheYonabaruismainlycomposedofbluishtograysiltstoneandinterleavesandortufffolia,andincludesmany

fossilsofforaminifersandmolluscs.Thetypelocalityisfrom YonabaruofYonabaruTowntoInamineofNanjouCity.
TheYonabaruconformablyoverliestheTomigusukuanditsthicknessisabout８００m.
TheShinzatoiscomposedofbluishsiltstoneandintercalatedwithnumeroustuffandsandstonefolia,and

includesmanyfossilsofforaminifersandmolluscs.ThetypelocalityisShinzatoofNanjouCity.Thebaseofthe
Shinzatoischaracterizedbyconglomeraticpumice.TheShinzatoconformablyoverliestheYonabaruanditsthickness
isabout６０m.
Asequencefrom N１６ toN２２ ofBlow’s(１９６９)planktonicforaminiferalzonewasrecognizedandtheresultis

showninthissheetmap.

RYUKYUGROUP

TheRyukyuGroupiscomposedoftheChinenFormation,theItomanFormation,theNahaFormationandthe
MinatogawaFormation,inascendingorder.TheexposedareaoftheRyukyuformsflatplateauandfaultscarp.
TheChineniscomposedofcoarsesiltstonetosandstonewithburrow initslowerpartandfossiliferous

calcareoussandstoneinitsupperpart.Thetypelocalityisfrom theChinenCapetoKudekenofNanjouCityandits
thicknessisabout１８m.TheChinenunconformablyoverliestheShimajiriandmonomicticbrecciacomposedwithless
than１mm blocksofmudstoneontheunconformityisanimportantcriteriondividingtheRyukyuandtheShimajiri.
TheItoman,NahaandMinatogawaFormationsarecarbonaterockscomposedofreefcomplexdeposits.The

carbonaterocksaredividedintofourfaciesbyincludingfossils:coral,rhodolith,Cycloclypeus-Operculinaanddetrital
(further,this is distinguished into poorly sorted type and wellsorted type)limestones.Their depositional
environmentsarespecifiedbasedonthepresent-dayreefbiota.

＊ InstituteofGeologyandGeoinformation
＊＊ EmeritusprofessoroftheUniversityoftheRyukyus



TheItomanisredcoloredpoorlysorteddetritalandcorallimestoneanditsthicknessisfrom１．７ to１０m.It
typicallyexposesatYamagusukuofItomanCityandunconformablyoverliestheShimajiri.
TheNahaiswhitetopaleyellowcoral,rhodolith,Cycloclypeus-Operculinaandpoorlysorteddetritallimestoneand

itsthicknessisfrom２０to１００m.IttypicallyexposesatthequarrybetweenYaese-dakeofYaeseTownandYoza-dake
ofItomanCityandunconformablyoverliestheShimajiriandtheItoman.
TheMinatogawaispaleyellowcoralandwellsorteddetritallimestoneanditsthicknessisfrom１５to２０m.It

typicallyexposesatcoastofMinatogawaofYaeseTownandunconformablyoverliestheShimajiriandtheNaha.

HOLOCENEDEPOSITS

TheHolocenedepositsofthisareaarealluvium,dunedeposits,beachsanddeposits,beachrock,tufa,raised
coralreef,coralreefandreclaimedland.

－４６－

Fig.１ SummaryofthegeologyintheItomanandKudakaJimadistrict.
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VERTEBRATEFOSSILS

Manyverterbatefossilsarefoundfrom caveorfissuredeposits.TheyareconsideredlatePleistoceneto
Holoceneinage.ThereportedanimalsareAmphibia(frog,newt),Reptilia(turtle,snake),Aves,Mammaria(man,
elephant,deer,wildboar,wildcat,mouse,bat).Especially,“theMinatogawaMan”discoveredatMinatogawaofYaese
Townisnotableandtheyareabout１８，０００-１６，０００yearsago.

ECONOMICGEOLOGY

NaturalGasField
Itwasexpectthatthe siltstone-rich ShimajiriGroup may containsrich naturalgas,particularly in the

undergroundwheresandstone-dominanthorizonsarerecognizedasgasreservers.Severaltestwellswereproduced
someamountbutun-enough,ofthegas,probablyduetosealingwithmanyfaults.However,iodinecontentwas
constantlyproduced.Therefore,itisexpectedthatacombinationworksofgasproductionwithachemicalcorporation.

LimestoneResources
ThelimestonesoftheRyukyuGrouparequarriedouttoobtainmacadam orbuildingmaterials.

WaterResources
TheundergrounddamsareconstructedatKomesu(ItomanCity)andGiza (YaeseTown)usinglimestonesofthe

RyukyuGroupasreseverrocksandsiltstonesoftheShimajiriGroupasundergroundwaterbasin.
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